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平成 21 年３月期第２四半期及び通期業績予想（連結・個別）の修正に関するお知らせ 

 

 平成 20 年 5 日 15 日の決算発表時に公表しました平成 21 年 3月期（平成 20年 4 月 1日～平成

21 年 3 月 31 日）の第２四半期累計期間の業績予想並びに通期業績予想を下記のとおり修正しま

したのでお知らせ致します。 

記 

 

１． 第２四半期累計期間の業績予想の修正（平成 20 年 4月 1日～平成 20 年 9月 30 日） 

   【連結】                         （金額単位：百万円）   

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 １株当たり 

四半期純利益

前回発表予想(A) ４，９００ ３８５ ３９０ ２１０ 16 円 18 銭

今回修正予想(B) ４，８５０ ２８５ ２８５ ４８ 3 円 76 銭

増減額(B)－(A) △ ５０ △ １００ △１０５ △１６２ ― 

増減率（％） △１．０ △２６．０ △２６．９ △７７．１ ― 

（ご参考） 

前年同期実績 

４，８５５ ４５９ ４４９ １７０ 13 円 14 銭

 

   【個別】                         （金額単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 １株当たり 

四半期純利益

前回発表予想(A) ２，７００ １１５ １３０ ７５ 5 円 78 銭

今回修正予想(B) ２，７００ ８８ １００ △ ５０ △3円 93 銭

増減額(B)－(A) ＋ ０ △ ２７ △ ３０ △１２５ ― 

増減率（％） ＋ ０．０ △２３．５ △２３．１    － ― 

（ご参考） 

前年同期実績 

２，６５４ １２８ １５２ ９８ 7 円 59 銭
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２． 通期業績予想の修正（平成 20 年 4月 1日～平成 21 年 3 月 31 日） 

【連結】                         （金額単位：百万円）   

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) １０，２００ ８５５ ８６０ ４７０ 36 円 22 銭

今回修正予想(B) ９，７００ ５６０ ５５０ １６０ 12 円 33 銭

増減額(B)－(A) △５００ △２９５ △３１０ △３１０ ― 

増減率（％） △ ４．９ △３４．５ △３６．０ △６６．０ ― 

（ご参考）前期実績 

(平成 20年 3月期) 

９，７７８ ７４７ ７１４ ２５９ 19 円 95 銭

 

   【個別】                         （金額単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) ５，６００ ２６５ ３０５ １８５ 14 円 26 銭

今回修正予想(B) ５，４００ ２２０ ２６０ ４０ 3 円 08 銭

増減額(B)－(A) △２００ △ ４５ △ ４５ △１４５ ― 

増減率（％） △３．６ △１７．０ △１４．８ △７８．４ ― 

（ご参考）前期実績

(平成 20年 3月期) 

５，５１８ ２０９ ２３８  １４８ 11 円 44 銭

 

３．修正の理由 

   当社グループの事業セグメントはアンチモン事業と金属粉末事業に大別され、「個別」の

業績が当社が営むアンチモン事業の業績を示します。 

    

各項目ごとの修正の理由は以下のとおりです。 

第２四半期累計期間「個別」 

アンチモン事業の売上高は販売数量が当初予想を下回るものの、原料アンチモン地金の相

場上昇に伴う販売価格のアップによりほぼ当初の予想どおりです。 

   利益面では販売数量減、及びそれに伴う加工費アップによる売上原価率の上昇により、当

初予想より減益となる見通しです。当期純利益に関しては、さらに平成 20 年 10 月 14 日

に情報開示しました投資有価証券の評価損 180 百万円を計上したことにより大幅な減益

となり、50百万円の赤字となる見通しです。 

 

   第２四半期累計期間「連結」 

   「個別」要因に加え、金属粉末事業も、特に収益性の高い電子部品材料向け微粉末金属粉

が電子部品業界の環境悪化の影響を受け、販売不振を余儀なくされていることが利益面の

低下に繋がり、「連結」の下方修正幅を増加させております。 

 

 2 



 3 

   通期業績見通し「個別」 

   第３、４四半期においてはアンチモン事業の販売価格の是正が寄与し、収益性の改善が見

込まれるため通期では当期純利益 40 百万円の黒字を確保できると予想しております。 

 

   通期業績見通し「連結」 

「個別」要因に加え、金属粉末事業の顧客である電子部品業界の業績低迷が当面続くと見

られ、第３、４四半期の業績予想を見直しております。 

 

４． 配当予想について 

   平成 20 年 5 月 15 日の決算発表時に公表しました配当予想（１株当たり第２四半期配当金

4.00 円、1株当たり期末配当金 4.00 円、1株当たり年間配当金 8.00 円）から変更ありま

せん。 

 

 (注) 上記予想は現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は

様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

     以上   


